
 

● 

年
末
年
始
の
お
参
り
に
つ
い
て 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 

誠
に
勝
手
な
が
ら
左
記
の
通
り
、
年
末
年
始
は
、
お
逮
夜
参
り
を
お
休
み
い
た
し
ま
す
。 

こ
の
期
間
内
に
月
命
日
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
、
12
月
30
日
ま
で
の
ご
都
合
の
良
い
日
を
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
も
し
く
は
、
当
山
の
元
旦
会
に
ご
参
拝
下
さ
い
。 

何
卒
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

年
内
…
12
月
30
日
（
木
）
ま
で 

新
年
…
１
月
５
日
（
水
）
か
ら 

＊
葬
儀
な
ど
緊
急
の
際
は
、
ま
ず
お
寺
ま
で

．
．
．
．直
ち
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
℡
０
７
２
‐
６
２
２
‐
３
７
２
５ 

 石川欣也
い し か わ き ん や

先生の  
法話のダイヤル 0743-53-4488 

キリトリ 

         

日
時 

一
月 

一
日
（
祝
）
昼
一
時 

講
師 

本
願
寺
中
央
講
師 

足
利
孝
之
師 

                     

                                         

                                 
 

             

   
新
年
の
ご
案
内 

御
正
忌
報
恩
講

ご
し
ょ
う
き
ほ
う
お
ん
こ
う

厳
修  

来
る
１
月
９
日
か
ら
1 6
日
ま
で
の
期
間
、 

京
都
・

西
本
願
寺
に
お
い
て
御
正
忌
報
恩
講
が
ご
修
行
に
な
り

ま
す
。 

報
恩
講
は
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
ご
苦
労
を
し
の
び
、
そ

の
ご
苦
労
を
通
じ
て
、
阿
弥
陀
様
の
お
救
い
を
い
た
だ

く
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
心
に
深
く
味
わ
わ
せ
て
い
た
だ

く
法
要
で
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
大
切
な

ご
法
縁
と
い
え
ま
す
。 

住
職
は
１
月
1 1
日
（
火
）
午
後
２
時
か
ら
の
逮
夜
法

要
に
参
拝
い
た
し
ま
す
。 

こ
の
機
会
に
本
山
へ
ご
一
緒
に
参
拝
い
た
し
ま
せ
ん

か
。
費
用
は
特
に
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
御
佛
飯
料
を
進

納
い
た
し
ま
す
の
で
ご
協
力
下
さ
い
。
当
日
、
直
接
お

越
し
下
さ
っ
て
も
結
構
で
す
が
、
で
き
ま
し
た
ら
前
々

日
（
９
日
）
ま
で
に
ご
一
報
下
さ
い
（
記
念
品
が
い
た

だ
け
ま
す
。） 

※ 

万
一
の
場
合
は
、
住
職
携
帯
ま
で 

（
０
９
０
‐
１
０
７
１
‐
４
８
８
１
）

本
山
参
拝
は
、
本
年
9
月
15
日
（
木
）
で
す
。

親
鸞
聖
人
７
５
０
回
大
遠
忌
法
要 

み
光
に
照
ら
さ
れ
て
、
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

平
成
二
十
三
年
最
初
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

■「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」。阿
弥
陀
様
の
御
前
で
、新
年
を
迎
え

る
私
の
心
を
見
つ
め
た
い
も
の
で
す
。
お
屠
蘇
進
上
。
今
年
も
福
引
を

行
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。 

■
足
利
先
生
、
兵
庫
県
尼
崎
市
、
安
養
寺
住
職
。
教
誨
師
と
し
て
多
く

の
死
刑
囚
を
看
取
ら
れ
た
ご
経
験
か
ら
阿
弥
陀
様
の
お
慈
悲
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
熱
く
お
話
下
さ
い
ま
す
。 

■
お
寺
は
、
死
を
穢
れ
た
も
の
と
し
て
遠
ざ
け
た
り
し
ま
せ
ん
。
大
事

な
方
を
亡
く
さ
れ
た
方
は
、
是
非
お
寺
に
ご
参
拝
下
さ
い
。 

元 が
ん

旦 た
ん

会 え

 



 

● 

第
十
四
回
世
界
仏
教
婦
人
大
会 

 

親
鸞
聖
人
７
５
０
回
大
遠
忌
法
要
に
あ
た
り
、
宗
祖
の
ご
遺
徳
を
讃
え
、 

よ
り
ひ
ろ
く
浄
土
真
宗
を
伝
え
る
た
め
、
第
十
四
回
世
界
仏
教
婦
人
大
会
を 

開
催
い
た
し
ま
す
。 

開
催
期
間
…
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
５
月
16
日
（
月
）
〜
17
日
（
火
） 

開
催
場
所
…
本
願
寺
【
法
要
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
16
日
）】（
京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
ル
）

京
都
府
総
合
見
本
市
会
館
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ
【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
夕
食
交
流
会
・
大
会
】

（
京
都
市
伏
見
区
竹
田
鳥
羽
殿
町
５
） 

募
集
人
数
…
５
０
０
０
人
（
国
内
３
５
０
０
人
、
海
外
１
５
０
０
人
） 

参 

加 

費
…
２
０
０
０
０
円
（
登
録
費
１
７
０
０
０
円
、
参
拝
懇
志
３
０
０
０
円
） 

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
職
ま
で
（
℡
０
７
２-

６
２
２-

３
７
２
５
）。 

 石川欣也
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第
二
百
二
十
三
回 

  

日
時 

二
月
十
三
日
（
日
）
昼
二
時
〜
四
時 

講
師 

本
願
寺
派
布
教
使 巖

水
法
乗 
師 

 

                  

                                          

二
月
の
ご
案
内 

る
ん
び
に
日
曜
学
校
「
涅ね

槃は
ん

会え

」 
  

【
二
月
二
十
日
（
日
）
午
後
二
時
よ
り
】 

 

る
ん
び
に
日
曜
学
校
は
、
小
学
生
の
た
め
の
心
の
学
校

で
す
。「
涅
槃
会
」
で
は
、
お
参
り
・
法
話
の
あ
と
、

劇
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
お
母
さ
ん
方
の
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
行
わ
れ
ま
す
。 

粗
菓
進
呈
。
ど
な
た
で
も
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

【
日
曜
学
校
「
涅
槃
会
」
次
第
】 

 

献
花
・
献
灯
・
献
香 

お
ま
い
り
「
ら
い
は
い
の
う
た
」 

法
話
（
住
職
） 

歌 パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
よ
だ
か
の
星
」 

読
み
聞
か
せ
（
育
成
会
） 

劇
「
牛
を
つ
な
い
だ
椿
の
木
」 

厳
し
い
冬
の
寒
さ
が
、
草
花
の
芽
吹
き
を
促
し
て
い
ま
す
。 

皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

平
成
二
十
三
年
二
月
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

■
巖
水
（
い
わ
み
ず
）
先
生
、
六
十
一
歳
。
平
野
区
・
浄
覚
寺
住
職
。

九
州
大
分
の
大
坊
・
流
芳
寺
生
れ
の
熱
血
僧
で
す
！
ご
布
教
は
も
ち
ろ

ん
、
ご
本
山
や
教
区
、
龍
谷
大
学
等
の
お
世
話
に
も
、
大
変
な
ご
活
躍

で
す
。 

■
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
こ
ぞ
っ
て
お
参
り
下
さ
い
。 

人

生

講

座 

本
山
参
拝
は
、
本
年
9
月
15
日
（
木
）
で
す
。

親
鸞
聖
人
７
５
０
回
大
遠
忌
法
要 

一
時
保
育
が
始
ま
り
ま
し
た 

   

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
を
応
援
す

る
「
る
ん
び
に
広
場
」
で
は
、
こ
の
た
び
就
学
前

の
子
ど
も
の
一
時
保
育
を
始
め
ま
し
た
。 

通
院
や
介
護
な
ど
で
子
ど
も
を
連
れ
て
行
け

な
い
時
、
学
校
行
事
に
参
加
す
る
時
、
心
身
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
が
必
要
な
時
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

  【
利
用
時
間
】（
広
場
が
開
所
し
て
い
る
） 

月
〜
金
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

【
利
用
場
所
】
る
ん
び
に
広
場 

一
時
保
育
ル
ー
ム
（
西
福
寺
門
前
）  

【
利
用
日
数
】
児
童
１
人
あ
た
り
月
８
回
ま
で 

【
利
用
定
員
】
３
人
（
予
約
制
・
先
着
順
） 

【
利
用
料
金
】（
１
時
間
に
つ
き
） 

生
後
６
ヶ
月
〜
３
歳
未
満
８
０
０
円

 
 
 
 
 
 

３
歳
〜
就
学
前
６
０
０
円

※
事
前
の
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。 

※
電
話
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。 

条
件
に
よ
り
保
育
を
お
断
り
す 

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

詳
し
い
こ
と
は
、
る
ん
び
に
広
場 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

０
７
２
‐
６
０
１
‐
４
９
８
９ 

子
育
て
支
援
事
業 

る
ん
び
に
広
場

早い！きれい！エコ！ 寺報メール便のお申し込みはこちらまで saifukuji@runbini.com 



 

 
  

昨
年
１
年
間
（
平
成
22
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
）
に
お
生
ま
れ 

に
な
っ
た
お
子
様
を
対
象
に
初
参
式
を
行
い
ま
す
。 

こ
の
世
界
に
生
を
賜
っ
た
喜
び
を
感
じ
、
ほ
と
け
の
子
と
し
て
健
や 

か
な
成
長
を
願
う
ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
ご
参
詣
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

と 

き
…
４
月
９
日
（
土
）
午
後
１
時
よ
り 

と
こ
ろ
…
西
福
寺
本
堂 

申
込
み
…
西
福
寺
（
℡
０
７
２-

６
２
２-

３
７
２
５
） 

締
切
り
…
３
月
末
日 

※
記
念
品
贈
呈
。
所
要
時
間
は
約
30
分
で
す
。 

 石川欣也
い し か わ き ん や

先生の  
法話のダイヤル 0743-53-4488 

ご家族の皆さまもご一緒にどうぞ。 

 
 

 
 

 
 

 
 

       

第
二
百
二
十
四
回 

  

日
時 

三
月
十
三
日
（
日
）
昼
二
時
〜
四
時 

講
師 

仏
教
ラ
イ
タ
ー
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
常
任
理
事 

末
本
弘
然 
師 

 

                  

                                          

三
月
の
ご
案
内 

彼
岸
会
寄
席  

  

西
福
寺
仏
教
婦
人
会
３
月
の 

例
会
は
、
彼
岸
会
（
ひ
が
ん
え
）
寄
席
で
す
。
今

年
も
文
福
一
座
の
皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

す
。 桂

文
福
さ
ん
は
、昭
和
4 7
年
に
五
代
目
桂
文
枝

師
匠
に
入
門
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
「
出
会
い
、
ふ

れ
あ
い
、
わ
き
あ
い
あ
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
1 0 0
キ

ロ
の
巨
体
を
も
の
と
も
せ
ず
、「
ふ
る
さ
と
寄
席
」

の
座
長
と
し
て
日
本
各
地
を
飛
び
回
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。 

当
会
員
の
方
に
限
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
お
参
り

い
た
だ
け
ま
す
。「
佛
説
阿
弥
陀
経
」の
お
勤
め
後
、

お
楽
し
み
下
さ
い
。 

 

日
時
…
３
月
1 8
日
（
金
）
午
後
２
時
〜
３
時
半

場
所
…
西
福
寺
本
堂 

費
用
…
千
円
（
運
営
協
力
金
と
し
て
） 

明
る
い
日
差
し
が
厳
し
い
冬
の
寒
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。 

皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

平
成
二
十
三
年
三
月
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

■
末
本
（
す
え
も
と
）
先
生
、
五
十
九
歳
。
池
田
市
、
正
福
寺
住
職
。

い
の
ち
に
対
す
る
暖
か
い
眼
差
し
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ
る
言
葉
の
数
々
に

多
く
の
愛
読
者
が
お
ら
れ
ま
す
。
著
書
に
『
仏
事
の
イ
ロ
ハ
』『
ク
イ
ズ

浄
土
真
宗
』（
本
願
寺
出
版
）。
等
。 

■
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
こ
ぞ
っ
て
お
参
り
下
さ
い
。 

人

生

講

座 

本
山
参
拝
は
、
本
年
9
月
15
日
（
木
）
で
す
。

親
鸞
聖
人
７
５
０
回
大
遠
忌
法
要 

 

去
る
２
月
22
日
現
地
時
間
12
時
51
分
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
南
島
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
（
人
口
約
35

万
人
）
の
南
東
10
キ
ロ
、
深
さ
５
キ
ロ
の
地
点
で
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
6.3
の
地
震
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
現
地

時
間
23
日
12
時
に
政
府
よ
り
報
告
さ
れ
て
い
る
死
者

数
は
75
名
。
被
災
の
全
貌
は
未
だ
明
ら
か
で
は
な
い
も

の
の
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
の
中
心
部
で
は
多
く

の
建
物
が
倒
壊
す
る
な
ど
の
大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま

す
。
こ
の
深
刻
な
被
災
を
受
け
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
政
府
は
、
国
家
非
常
事
態
を
宣
言
。
現
地
で
は
、
行

方
不
明
者
や
倒
壊
し
た
建
物
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て

い
る
人
々
の
捜
索
、
救
出
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
ア
メ

リ
カ
、
日
本
を
は
じ
め
各
国
政
府
も
緊
急
援
助
隊
を
派

遣
す
る
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。 

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
地
震
の

被
災
者
に
対
す
る
赤
十
字
の
救
援
活
動
に
役
立
て
る
た

め
、
左
記
の
と
お
り
救
援
金
を
受
け
付
け
ま
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 救
援
金
窓
口 

 

■ 

金
融
機
関 

 

郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

■ 

口
座
番
号 

 

０
０
１
１
０-

２-

５
６
０
６ 

■ 

口
座
名
義 

 

日
本
赤
十
字
社 

 

■ 

受
付
期
間 

 

平
成
23
年
２
月
24
日
（
木
） 

〜
平
成
23
年
３
月
31
日
（
木
）

 ※振
替
用
紙
の
通
信
欄
に
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
地
震
」
と
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。 

※
郵
便
局
窓
口
で
の
取
り
扱
い
の
場
合
、
振
替
手
数
料
は
免
除
さ

れ
ま
す
。 

※
受
領
証
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
振
替
用
紙
の
通
信
欄
に
「
受
領

証
希
望
」
と
明
記
の
う
え
、
お
名
前
、
ご
住
所
、
お
電
話
番
号

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。 

﹇
担
当
窓
口
﹈
日
本
赤
十
字
社 

海
外
救
援
金
担
当 

電
話:

０
３-

３
４
３
７-

７
０
８
１ 

E-m
ail: info@

jrc.or.jp

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
地
震
救
援
金 

早い！きれい！エコ！ 寺報メール便のお申し込みはこちらまで saifukuji@runbini.com 

 
初初初
参参参
式式式   し

ょ
さ
ん
し
き 



 

● 

る
ん
び
に
日
曜
学
校
を
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る
方
、
募
集
し
て
い
ま
す
。 

＊ 
 
 
 

＊ 
 
 
 

＊ 
 

『
る
ん
び
に
日
曜
学
校
』
は
、
家
庭
や
学
校
で
は
疎
か
に
な
り
が
ち
な
人
間
と
し
て

大
切
な
《
心
》
を
学
ぶ
、
小
学
生
の
た
め
の
学
校
で
す
。
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
る

た
め
、
先
生
と
し
て
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

開
校
日
は
原
則
と
し
て
、
毎
月
第
３
日
曜
日
。
朝
９
時
半
〜
正
午
。
主
な
行
事
は
、

花
ま
つ
り
・
お
抹
茶
作
法
・
工
作
・
夏
の
お
泊
り
会(

１
泊
２
日)

・
秋
の
遠
足
・
涅

槃
会
（
歌
や
劇
の
発
表
）
な
ど
で
す
。
交
通
費
実
費
支
給
・
薄
謝
進
呈
。 

※
18
才
以
上
。
ひ
と
ま
ず
お
電
話
下
さ
い
。（
電
話
０
７
２
‐
６
２
２
‐
３
７
２
５
）

 

 石川欣也
い し か わ き ん や

先生の  
法話のダイヤル 0743-53-4488 

 
 

 
 

 
 

 
 

       

第
二
百
二
十
五
回 

  

日
時 

四
月
十
日
（
日
）
昼
二
時
〜
四
時 

講
師 

本
願
寺
派
布
教
使 内

山
浄
芳 
師 

 

                  

                                          

四
月
の
ご
案
内 

４
月
９
日
は
、「
花
ま
つ
り
」
で
す
。 

 

『
花
御
堂
』
を
飾
り
、
甘
茶
を
か
け
て
お
釈
迦
さ

ま
の
お
誕
生
を
祝
い
ま
す
。
あ
な
た
も
、
お
友
達

を
さ
そ
っ
て
、
お
参
り
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
、
素

直
な
、
良
い
子
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！ 

       

■
昼
２
時
か
ら
法
要
（
1 5
分
程
度
）。 

夜
８
時
ま
で
、
お
参
り
で
き
ま
す
。 

■
先
着
１
０
０
名
の
方
に
は
粗
供
養
を
進
呈
。 

※
昼
１
時
か
ら
初
参
式（
し
ょ
さ
ん
し
き
）厳
修
。

昨
年
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
か
わ
い
い
ほ
と
け
．
．
．の
子

供
た
ち
が
ご
家
族
の
方
々
と
と
も
に
お
参
り
さ
れ

ま
す
。
お
時
間
の
許
す
方
は
、
ぜ
ひ
お
立
会
い
下

さ
い
。 

人
の
さ
さ
や
か
な
幸
せ
や
絆
が
こ
と
も
な
げ
に
津
波
に
さ
ら
わ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

平
成
二
十
三
年
四
月
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

■
内
山
（
う
ち
や
ま
）
先
生
。
箕
面
市
、
安
養
寺
衆
徒
。 

十
七
歳
の
時
、
浄
土
真
宗
が
家
の
宗
教
か
ら
自
分
の
宗
教
に
な
っ
た
と

自
覚
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
生
か
さ
れ
て
い
る
い
の
ち
と
真
摯
に
向
き

合
わ
れ
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
東
洋
医
学
と
仏
教
と
親
鸞
聖
人
」。 

■
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
こ
ぞ
っ
て
お
参
り
下
さ
い
。 

人

生

講

座 

本
山
参
拝
は
、
本
年
9
月
15
日
（
木
）
で
す
。

親
鸞
聖
人
７
５
０
回
大
遠
忌
法
要 

 去
る
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
災
害
に

よ
っ
て
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
未
曽
有
の
災
害
に
よ
っ
て
い
の
ち
を
失
わ
れ
た
皆
様
、

さ
ら
に
は
ご
遺
族
の
皆
様
に
対
し
、
重
ね
て
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。
被
災
さ
れ
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
方
々
、
ご
縁
の
方
の

安
否
を
気
遣
い
不
安
の
中
に
お
ら
れ
る
方
々
の
心
情
お
察
し
申
し
あ
げ

る
と
と
も
に
、
い
ま
だ
安
否
が
定
か
で
な
い
方
々
が
一
人
で
も
多
く
救

出
さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

宗
門
で
は
、
地
震
発
生
直
後
に
「
緊
急
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
東
北
教
区
教
務
所 (

本
願
寺
仙
台
別
院
内)

と
東
京
教
区

教
務
所 (

本
願
寺
築
地
別
院
内)

に
「
現
地
緊
急
災
害
対
策
本
部
」
を
設

置
し
、
状
況
の
把
握
に
努
め
、
物
心
両
面
に
わ
た
る
支
援
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
地
震
災
害
ば
か
り
で
な
く
、
津
波
を
伴
う
未
曽

有
の
災
害
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
原
子
力
発
電
所
の
危
険
な
状
況
な
ど
、

先
行
き
の
見
え
な
い
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の
生
活
は
、
想
像
を
こ
え
た

つ
ら
く
厳
し
い
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
宗
門
と
し
て
被
災
者
の
方
々

を
全
力
で
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
ら
に
４
月
９
日
か
ら
の
「
親
鸞
聖
人
７
５
０
回
大
遠
忌
法
要
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
予
定
通
り
厳
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
遠
忌
法

要
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
世
の
な
か
安
穏
な
れ
」
と
の
親
鸞
聖
人
の
お
示

し
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
宗
祖
の
お
心
を
体
し
、
被
災
さ
れ
た
す

べ
て
の
方
々
の
悲
し
み
に
寄
り
添
い
、
そ
の
思
い
を
わ
か
ち
あ
っ
て
大

遠
忌
法
要
を
お
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 ２
０
１
１(

平
成
23)

年
３
月
17
日 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

 

総
長 

 

橘 
 

正
信

救
援
金
窓
口 

 

■ 

金
融
機
関 

 

郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

■ 

口
座
番
号 

 

０
１
０
０
０-

４-

６
９
９
５
７ 

■ 

口
座
名
義 

 

た
す
け
あ
い
募
金 

 

■ 

受
付
期
間 

 

平
成
23
年
３
月
12
日
（
土
）
〜
当
分
の
間 

※
振
替
用
紙
の
通
信
欄
に
「
東
北
地
震
」
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

※
な
お
、
お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
運
営
委
員
会
に
て
審
議
の
う
え
、

関
係
機
関
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

配
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、後
日
、

本
願
寺
新
報
等
に
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

東
日
本
大
震
災
救
援
金 

早い！きれい！エコ！ 寺報メール便のお申し込みはこちらまで saifukuji@runbini.com 



 

● 

ご
法
事
は 

ま
ず
お
寺
ま
で 

お
早
め
に
。 

＊ 
 
 
 

＊ 
 
 
 

＊ 

「
法
事
は
仏
事
と
も
言
っ
て
、
単
な
る
仏．教
行
事．で
は
な
く
、
お
浄
土
に
ご
往
生
さ
れ
た
仏．さ
ま
の
お 

仕
事．（
石
川
欣
也
師
『
善
正
寺
だ
よ
り
』
よ
り
）」
で
す
。 

な
る
べ
く
ご
希
望
通
り
お
伺
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
土
日
・
祝
日
の
午
前
中
に
集
中

い
た
し
ま
す
。
間
際
に
な
っ
て
「
何
日
の
何
時
に
お
願
い
し
ま
す
」
と
申
さ
れ
て
も
お
受
け
で
き
な
い
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
下
さ
い
。
先
着
順
に
お
引
き
受
け
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
を
さ
て

お
い
て
も
、
ま
ず
は
お
寺
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。
ま
た
、
お
寺
の
行
事
（
永
代
経
・
報
恩
講
な
ど
）
は
、

あ
ら
か
じ
め
執
り
行
う
日
時
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
重
な
る
時
間
帯
に
は
、
何
年
先
で
も
お
受
け
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
電
話
０
７
２
‐
６
２
２
‐
３
７
２
５
）

 石川欣也
い し か わ き ん や

先生の  
法話のダイヤル 0743-53-4488 

永
代
経
に
向
け
て
（
お
願
い
） 

   

毎
回
、
世
話
役
の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
し

て
下
さ
い
ま
す
が
、
ど
な
た
で
も
お
手
伝
い
い
た

だ
け
ま
す
。
お
手
す
き
の
門
信
徒
の
皆
さ
ま
、
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

■
５
月
1 3
日
（
金
）
午
後
７
時
〜
於
西
福
寺
本
堂

お
か
ざ
り
（
供
物
を
そ
な
え
つ
け
ま
す
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

         

日
時 

五
月
十
四
日
（
土
）
昼
二
時
・
夜
七
時 

十
五
日
（
日
）
朝
十
時 

講
師 

中
央
仏
教
学
院
講
師
・
本
願
寺
派
布
教
使 

日
時 

武
田
達
城
師 

 

                  

                                          

五
月
の
ご
案
内 

東
北
の
被
災
地
か
ら
も
桜
の
便
り
が
聞
か
れ
ま
す
。 

皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

平
成
二
十
三
年
五
月
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

■
永
代
経
は
、「
亡
き
人
を
ご
縁
と
し
て
、
ご
先
祖
か
ら
伝
え
て
頂
い
た

尊
い
仏
法
を
、
永
代
に
わ
た
り
」
伝
え
て
い
く
た
め
「
仏
法
聴
聞
の
殿

堂
と
し
て
の
お
寺
を
護
持
し
て（
菅
純
和
師
著「
仏
事
の
小
箱
」よ
り
）」

い
こ
う
と
願
わ
れ
る
方
々
に
よ
っ
て
営
ま
れ
る
法
要
で
す
。 

■
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
拝
下
さ
い
。 

永
代
経
法
要
厳
修 

本
山
参
拝
は
、
本
年
9
月
15
日
（
木
）
で
す
。

親
鸞
聖
人
７
５
０
回
大
遠
忌
法
要 

釈
尊
と
親
鸞 

龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
仏
教
総
合
博
物
館
と
し
て
仏
教
の
源
流
で

あ
る
イ
ン
ド
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
展
開
ま
で
を
広
く
視
野
に

い
れ
て
紹
介
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
仏
教
を
開
い
た

釈
尊
と
、
浄
土
真
宗
の
開
祖
親
鸞
聖
人
は
、
重
要
な
テ
ー
マ
を
な
し
て

い
ま
す
。  

「
釈
尊
と
親
鸞
」
は
、
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
開
館
、
お
よ
び
親
鸞

聖
人
７
５
０
回
の
大
遠
忌
法
要
を
記
念
す
る
展
覧
会
で
す
。
今
回
、
改

め
て
仏
教
の
源
流
を
た
ど
り
、
釈
尊
や
親
鸞
聖
人
の
足
跡
に
触
れ
て
い

た
だ
く
機
会
と
す
る
た
め
、
仏
教
を
開
い
た
釈
尊
と
、
浄
土
真
宗
の
開

祖
と
な
っ
た
親
鸞
聖
人
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
仏
」（
生
涯
と
足
跡
）、

「
法
」（
教
え
）、「
僧
」（
教
団
と
そ
の
後
の
展
開
）
の
３
つ
の
視
点
か

ら
紹
介
し
ま
す
。 

 

■
展
示
構
成 

釈 

尊 

第
１
章 

釈
尊
の
生
涯
と
足
跡 

第
２
章 

釈
尊
の
教
え
と
そ
の
継
承 

第
３
章 

大
乗
仏
教
と
ガ
ン
ダ
ー
ラ
・
西
域 

第
４
章 

浄
土
教
の
成
立
と
展
開 

親 

鸞 

は
じ
め
に 

親
鸞
の
す
が
た 

第
１
章 

仏
教
伝
来
と
浄
土
教
の
ひ
ろ
が
り 

第
２
章 

親
鸞
の
生
涯
と
教
え 

第
３
章 

教
団
の
発
展
と
真
宗
美
術 

第
４
章 

受
け
継
が
れ
る
親
鸞
の
教
え 

■
開
館
時
間 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

※
最
終
入
館
受
付
は
４
時
30
分
ま
で 

■
入
館
料
（（ 

）
内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
） 

○
一
般 

 

５
０
０
（
４
０
０
）
円 

○
シ
ニ
ア 

４
０
０
（
３
０
０
）
円
（
65
歳
以
上
の
方
） 

○
大
学
生 

４
０
０
（
３
０
０
）
円 

○
高
校
生 

３
０
０
（
２
０
０
）
円 

○
中
学
生
以
下
無
料 

○
身
体
障
害
者
手
帳
，
療
育
手
帳
，
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
お
よ
び
そ
の
介
護
の
方
１
名
は
無
料 

※
９
月
15
日
（
木
）
本
山
参
拝
終
了
後
の
見
学
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
記
念
お
よ
び
親
鸞
聖
人
７
５
０
回
大
遠
忌
法
要
記
念
展 

早い！きれい！エコ！ 寺報メール便のお申し込みはこちらまで saifukuji@runbini.com 



☎ 石川欣也
い し か わ き ん や

先生の ☎ 
法話のダイヤル 0743-53-4488 

 

● 

帰
敬
式
Ⓝ
き
き
⒤
う
し
き
Ⓞ
を
受
式
し
ま
し
⒤
う
⒎ 

帰
敬
式
と
は
⒍
阿
弥
陀
如
来
・
親
鸞
聖
人
の
御
前
で
浄
土
真
宗
の
門
徒
と
し
て
の
自
覚
を
あ
ら
た
に
し
⒍

お
念
仏
申
す
日
暮
を
送
る
こ
と
を
誓
う
⒍
私
た
ち
に
と
⒡
て
最
も
大
切
な
儀
式
で
す
⒎
こ
の
帰
敬
式
を
受

式
さ
れ
⒍
仏
弟
子
と
な
⒡
た
方
に
ご
門
主
さ
ま
よ
り
法
名
が
授
与
さ
れ
ま
す
⒎
帰
敬
式
を
受
式
し
⒍
共
に

お
念
仏
を
喜
ぶ
人
生
を
歩
み
ま
し
⒤
う
⒎ 

１
Ⓠ
執
行
日 

１
月
１
日
・
１
月
16
日
の
晨
朝
後
⒍
１
月
８
日
・
12
月
20
日
の
終
日
を
除
く
毎
日
２
回  

２
Ⓠ
執
行
時
刻 

午
前
の
部
⒇
晨
朝
後
引
き
続
き
／
午
後
の
部
⒇
午
後
１
時
30
分 

３
Ⓠ
受
式
申
込 

午
前
の
部
は
晨
朝
前
⒍
午
後
の
部
は
執
行
時
刻
の
１
時
間
前
ま
で
に
参
拝
志
納
部
ま
で

４
Ⓠ
冥
加
金 

成
人
⒇
１
０
０
０
０
円
／
未
成
年
⒇
５
０
０
０
円 

※
大
遠
忌
法
要
中
は
時
間
が
変
わ
り
ま
す
⒎
詳
し
く
は
住
職
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
⒎ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

       

第
二
百
二
十
六
回 

  

日
時 

六
月
十
二
日
ᶝ
日
ᶞ
昼
二
時
ᶨ
四
時 

講
師 

本
願
寺
派
布
教
使 杉

本

宗

俊

師 
 

                  

                                          

六
月
の
ご
案
内 

茨
木
東
組
僧
侶
・
寺
族
研
修
会 

 
 
 

 

６
月
20
日
ᶝ
月
ᶞ
午
後
３
時
ᶨ
５
時 

水
尾
・
勝
光
寺
に
て 

  

市
内
本
派
寺
院
18
ᶋ
寺
か
ら
な
る
茨
木
東
組
ᶝ
い

ば
ら
き
ひ
が
し
そ
ᶞ
で
は
ᵧ
親
鸞
聖
人
７
５
０
回

大
遠
忌
法
要
団
体
参
拝
を
本
年
９
月
に
控
え
ᵧ
浄

土
真
宗
の
み
教
え
と
親
鸞
聖
人
の
ご
功
績
に
つ

い
て
改
め
て
学
び
た
い
と
存
じ
ま
す
ᵨ 

ご
講
師
は
ᵧ
本
願
寺
司
教･

宇
野
恵
敎
師
ᵨ
奈
良

県
吉
野
郡
下
市
町
よ
り
の
ご
出
講
で
す
ᵨ
僧
侶
・

寺
族
に
限
ら
ず
ᵧ
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
ᵨ
参
加
費
は
無
料
で
す
ᵨ
人
数
取
り
ま
と
め

の
た
め
ᵧ
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ᵧ
６
月
12
日

ᶝ
日
ᶞ
ま
で
に
住
職
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
ᵨ 

 

勝
光
寺 (

茨
木
市
水
尾
１-

７-

13

℡
６
３
６-

１
３
１
２) 

い
つ
も
の
年
よ
り
早
い
梅
雨
入
り
に
ᵧ
水
が
も
た
ら
す
恵
み
と
災
い

を
考
え
て
し
ま
い
ま
す
ᵨ 

皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ᵾ
う
か
ᵨ 

平
成
二
十
三
年
六
月
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
ᵨ 

■
杉
本
ᶝ
す
ぎ
も
と
ᶞ
先
生
ᵧ
五
十
五
歳
ᵨ
滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野
町
ᵧ

光
浄
寺
住
職
ᵨ
元
ブ
ラ
ジ
ル
開
教
師
ᵨ
滋
賀
教
区
キ
ᶅ
ズ
サ
ン
ガ
ア
ド

バ
イ
ザ
ᶌ
ᵨ
ハ
ン
セ
ン
病
施
設
愛
生
園
・
光
明
園
の
訪
問
布
教
等
ᵧ
親

鸞
聖
人
の
教
え
を
い
た
だ
い
て
い
る
念
仏
者
と
し
て
ᵭ
自
信
教
人
信
ᵮ

の
実
践
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
ᵨ 

■
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ᵧ
こ
ぞ
ᵻ
て
お
参
り
下
さ
い
ᵨ 

 人

生

講

座 

本
山
参
拝
⎢
⍥
本
年

9
月

15
日
木
⎚
⎌
⍦ 

親
鸞
聖
人
⑀


回
大
遠
忌
法
要 

            歴
史
㮻
伝
統
㮕
㯈
㯟
㯞
町
㭾本
願
寺
門
前
町
㭿 

仏
具
店
㯗
法
衣
店
㮽
㮼
㭾昔
㮞
㯜
本
願
寺
㯁
御
用
達
店
舗
㮟
㮲
㮢
㮨
㯦
㮕
㯝
㭾

㮝
互
㮗
支
㮛
㮕
㮗
㮽
㮟
㯜
共
㮾
歩
㯦
㮺
㮝
㯝
㯑
㮬
㭿 

㮦
㯁
門
前
町
㭾㮰
㮪
㮹
門
前
地
域
一
帯
㮟
㯛
㯝
一
層
㭾人
㮁
㮺
賑
㯢
㮗
㭾㮧
縁

㯥
深
㯔
㮹
㮗
㮲
㮳
㮤
㯞
㯛
㮙
㭾 

50
年
㮾
一
度
㯁
法
要
㮈親
鸞
聖
人
㱾
㱼
㱷
回
大
遠
忌
法
要
㮉
㯥
機
縁
㮾
㭾㮈本
願

寺
門
前
町
活
性
化
推
進
協
議
会
㮉
㯥
設
立
㮪
㭾新
㮲
㮾
門
前
町
㯥
㮈㮧
縁
㯑
㮴
㮉

㮻
名
㮸
㮤
動
㮠
始
㯔
㯑
㮪
㮲
㭿 

 

㮦
㯁
㮈㮧
縁
㯑
㮴
㮉
㮾
㯂
仏
具
㯥
中
心
㮾
㭾扇
子
㱁
㮝
香
㱁
㮝
茶
㮽
㮼
京
都
㯁

伝
統
工
芸
㯗
伝
統
文
化
㯥
扱
㮙
㮝
店
㯗
㭾和
菓
子
店
㭾飲
食
店
㭾旅
館
㮽
㮼
多
様

㮽
種
類
㯁
㮝
店
㮟
軒
㯥
連
㯀
㮹
㮗
㯑
㮬
㭿 

㯑
㮲
㭾親
鸞
聖
人
㱾
㱼
㱷
回
大
遠
忌
法
要
㯥
記
念
㮪
㮹
㭾門
前
町
㯁
㰁
㰽
㰦

㰵
㮺
㮕
㯞
㰶
㰽
㯶
造
㯝
㯁
伝
道
院
㯥
㮈㰐
㱂
㰨
館
㮉
㮻
称
㮪
㭾映
像
㱁
音
声
㯁
㰴

㰳
㯹
㰆
㱂
㰁
㰱
㰽
㯗
㰛
㰗
㰵
展
㯥
開
催
㭾 

㮨
㯜
㮾
㯂
㭾元
植
柳
小
学
校
㮾
㮝
㮗
㮹 

㮈㮧
縁
㯑
㮴
㰨
㰵
㰁
㯱
㮉
㯗
㮈落
語
㮉
㮽
㮼
多
彩
㮽
㯮
㰣
㰽
㰒
㯥
開
催
㮗
㮲
㮪
㯑

㮬
㭿 

 

㮼
㮙
㮱
皆
㮨
㯑
㭾㮦
㯁
㮈㮧
縁
㯑
㮴
㮉
㮾
㮝
越
㮪
㮗
㮲
㮳
㮠
㭾 

心
温
㯑
㯞
㯗
㮨
㮪
㮗
㮧
縁
㮾
触
㯟
㭾楽
㮪
㮗
㯅
㮻
時
㯥
㮝
過
㮧
㮪
㮢
㮳
㮨
㮗
㭿 

心
㯛
㯝
㮝
待
㮴
㮪
㮹
㮗
㯑
㮬
㭿 

 㫼
㲀
月
15
日 

本
山
参
拝
後
㭾散
策
㮪
㮹
㮗
㮲
㮳
㮠
㯑
㮬
㭿 

賑
わ
ᵻ
て
い
ま
す
ᵧ
本
願
寺
門
前
町
ᵨ 

早い！きれい！エコ！ 寺報メール便のお申し込みはこちらまで saifu ku j i @ r unbini.com 


